DISVCOVER OSAKI　おらほのニュース発信します！


あ・ら・伊達な道の駅がオープン25周年を迎えました
　5月23日・24日、あ・ら・伊達な道の駅で、オープン25周年を迎えた感謝の気持ちを込めて「創業祭」が開催されました。
あ・ら・伊達な道の駅は、年間300万人以上の来場者でにぎわう、東北を代表する道の駅です。地元農産物の直売所をはじめ、地域食材を活用した飲食コーナーなどが並び、市民だけでなく観光客にも広く親しまれています。
　当日は、県内の道の駅が一堂に会して特産品を販売する「ギュギュっと『みやぎ道の駅』めぐり市」のほか、「道の駅」買い回りスタンプラリー、野菜や大福の詰め放題、菓子のつかみ取り、各種ステージショーなどのイベントで盛り上がりました。
写真：多彩なステージイベントで25周年を彩りました


最後の家政科集会が開催されました
　6月4日、宮城県松山高等学校で、最後の家政科集会が開催されました。
令和10年度をもって閉校する宮城県松山高等学校は、今年4月に最後の入学生を迎えました。
本事業は、1年生のコース選択のために、2・3年生が日頃の学習成果や実習で身に付けた知識・技術を交えながら「調理」「保育」「被服」の各コースの魅力について紹介をします。当日は、ジャムの味当てクイズやクイズ、おもちゃ作り体験やファッションショーなどが行われ、学年を超えた交流が生まれるなど、会場は終始和やかな雰囲気に包まれていました。
今回の集会で1年生は、各コースの発表に熱心に耳を傾け、学習内容への理解を深めるとともに自分自身の視野を広げる有意義な時間を過ごしていました。
写真：自分で製作した浴衣を披露した3年生 松本  さん


おおさき食楽まつり2026が開催されました
　6月6日・7日、鳴子温泉ゆめぐり広場の特設会場で「おおさき食楽まつり2026」が開催されました。
　会場には、大崎市の食材を使った「ゆきむすびのおにぎり」や「なる子ちゃんこ鍋」、岩手県のB級グルメ「北上コロッケ」など、市内外から集まったご当地グルメ「うまいもん」を提供する出店が立ち並びました。特に今年は、「大崎ジビエ」のイノシシ肉を使用した「ジビエむすび」や「ジビエホットサンド」などを取り扱った店も多く見られ、短時間で完売する店もありました。
　来場者は、目当ての「うまいもん」を買い求め、ステージイベントや体験イベントなどの催しを楽しみながら、おいしい笑顔に満ちあふれていました。
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